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要旨

近年情報通信機器の発達により，医師の診断現場にも多くの変化が生まれてきた．特にCOVID-19の
世界的流行により，医療機関の受診が困難な患者に対してオンライン診療が普及してきたことは記憶に
新しい．このような動きは医師の働き方改革や医療従事者の偏在等の問題を解消できる可能性を秘め
ており，積極的な活用が期待される．一方でこのような変化によって，従来の診断現場では出てこな
かった問題が発生しつつある．例えばオンライン診断では患者の表情や身振りを細かく読み取ることが
難しく，感情的な変化を汲み取ることが難しいというような問題がある．このような部分は従来から定量的
な評価が難しく，医師の経験によって左右される部分でもある．しかし情報通信機器の発達と相まって，
解析技術も発達してきたことにより，以前より経験に依拠していた部分を定量的に測定することが可能
になりつつある．そこで今回は診断現場から収集される様々なモダリティのデータを用いて診断の定量
的評価を試み、特に病状の告知と国定保健指導の2つのケースに着目した．まず模擬患者の診断時風
景を撮影し，模擬患者データを作成した．この映像データを用いて，機械学習技術を用い患者の感情
変化を読み取ることで診断の定量的評価の可能性を検証した．次に特定保健指導時の会話テキストか
ら，予後予測を通してどのような単語が患者予後に寄与するのか検証を行った．


